
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善箇所説明図 

改善の内容：全車両、スイッチケース下部のケーブルを固定するステイに補強板を追加するととも

に当該ケーブルの防水ブーツの両端にクリップを追加し、さらに当該ケースの締付け

ボルトを車両前方側に隙間を生じない締付け順に変更する。 

また、スロットルケーブル内の水分を除去するため、ケーブル内のエアブローを行う

が、ﾋﾞｰﾉﾓﾙﾌｪXC50Hについては構造的にエアブローができないため、ケーブルを新品に

交換する。 

加速装置において、スロットルケーブル周りの防水構造が不適切なため、雨天時の走

行等により、当該ケーブル内部に水が浸入することがある。そのため、外気温が氷点

下の環境において当該ケーブル内部に滞留した水が凍結し、最悪の場合、走行中にア

クセルグリップが戻らなくなり、エンジンの回転が下がらなくなるおそれがある。 

ｽｲｯﾁｹｰｽ 

ｸﾘｯﾌﾟ(防水ﾌﾞｰﾂの両側に取付け)

補強板 
ｽﾛｯﾄﾙｹｰﾌﾞﾙ 

（ﾋﾞｰﾉﾓﾙﾌｪXC50Hのみ交換対象）

防水ﾌﾞｰﾂ＜開き側ｹｰﾌﾞﾙ＞ 

ｽｲｯﾁｹｰｽ締付けﾎﾞﾙﾄ 

不具合発生箇所 

注：      は新規追加部品、      は締付け順を変更する部品、 

        は交換部品を示す。 

識別：外観により容易に識別できるため、特別な識別は行なわない。 

車両前方 


